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伏
見
伊
東
家
旧
蔵
資
料
に
関
す
る
調
査
の
中
間
報
告

野
村 
朋
弘

は
じ
め
に

京
都
府
の
宇
治
、
ひ
い
て
は
山
城
地
域
は
日
本
茶
の
産
地
と
し
て
名
高
い
。
試
み
に
平
成

二
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
統
計
部
調
べ
の
荒
茶
生
産
高
で
み
る
と
、
全

国
の
中
で
も
京
都
府
は
五
位
と
な
っ
て
お
り
、
二
，
九
二
〇
ト
ン
を
生
産
し
て
い
る
。「
宇
治

茶
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
存

在
と
い
え
よ
う
。

翻
っ
て
日
本
茶
の
輸
出
を
み
て
み
る
と
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
に
は
二
，
〇
〇
〇
ト
ン

を
越
え
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
諸
外
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

日
本
茶
が
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
嚆
矢
は
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ

ン
ド
会
社
が
輸
出
し
た
も
の
だ
。
江
戸
時
代
末
期
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
ア
メ
リ
カ
と

日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
は
諸
外
国
と
も
修
交
通
商
条
約

が
結
ば
れ
、
日
本
茶
は
輸
出
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
約

三
，
〇
〇
〇
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
四
，
五
〇
〇
ト
ン
を
越
え
る
。

以
降
も
輸
出
数
は
増
大
し
て
い
く
。
明
治
期
に
お
い
て
茶
は
、
生
糸
と
並
ぶ
重
要
な
輸
出
品

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
茶
業
ハ
本
邦
ノ
産
業
ト
シ
テ
頗
ル
重
要
ナ
ル
位
置
ニ
在
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
製
茶
貿
易
ノ
消
長
ハ
国
家
経
済
ノ
上
ニ
至
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ス
（1）
」
と
あ
る
。

か
く
し
て
近
代
の
貿
易
史
に
お
い
て
も
茶
業
は
、
重
要
な
研
究
対
象
と
い
え
よ
う
。

茶
の
貿
易
史
に
関
し
て
は
、
日
本
茶
輸
出
百
年
史
編
纂
委
員
会
に
よ
る
『
日
本
茶
輸
出
百

年
史
』
が
あ
り
（2）
、
ま
た
近
年
で
は
経
済
史
の
観
点
か
ら
、
寺
本
益
英
『
戦
前
期
日
本
茶
業

史
研
究
（3）
』
や
、
粟
倉
大
輔
『
日
本
茶
の
近
代
史-

幕
末
開
港
か
ら
明
治
後
期
ま
で
（4）
』
な
ど

の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
特
に
寺
本
の
研
究
は
戦
前
期
の
茶
業
を
体
系
的
に
論
じ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
近
代
製
茶
業
及
び
製
茶
貿
易
の
通
史
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
翻
っ
て
、
京
都
府
の
製
茶
（
今
日
で
は
宇
治
茶
の
名
称
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
定

着
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
明
治
期
の
名
称
で
あ
る
山
城
茶
と
す
る
（5）
）
に
関
し
て
は
、
山

城
茶
業
組
合
編
『
山
城
茶
業
史
（6）
』
や
京
都
府
茶
業
会
議
所
編
『
京
都
府
茶
業
百
年
史
（7）
』
な

ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
茶
業
組
合
活
動
を
基
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
茶
業
を
知
る
上
で
欠

か
せ
な
い
。

し
か
し
茶
業
史
を
紐
解
く
と
き
、
課
題
と
な
る
の
が
資
料
的
制
約
で
あ
ろ
う
。
茶
業
全
般

は
先
に
掲
げ
た
通
り
、「
本
邦
ノ
産
業
」
と
し
て
重
要
視
さ
れ
全
体
や
各
府
県
の
生
産
高
な
ど

は
把
握
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
茶
業
は
生
業
で
あ
る
で
あ
る
が
故
に
、
生
産
者
の

廃
業
や
、
組
織
の
改
廃
な
ど
に
よ
っ
て
史
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
橋
本
素
子
を
代
表
と
す
る
「
中
近
世
移
行
期
茶
生
産
景
観

に
関
わ
る
宇
治
茶
の
歴
史
的
研
究
―
『
宇
治
堀
家
文
書
』
の
調
査
研
究
（8）
」
に
参
加
し
、
茶

業
史
料
に
接
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
筆
者
は
二
〇
一
七
年
九
月
に
茶
業
に
関

わ
る
で
あ
ろ
う
資
料
群
を
古
籍
商
か
ら
購
入
し
た
。
内
容
か
ら
京
都
府
伏
見
の
伊
東
熊
夫
氏

に
関
わ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
現
在
は
京
都
造
形
芸
術
大
学
外
苑
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
保
管
し
て
い
る
。

か
か
る
伊
東
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
明
治
期
に
お
い
て
山
城
茶
の
生
産
や
貿
易
に
尽

力
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
資
料
群
を
整
理
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
に
お
け
る
京

都
の
茶
業
や
貿
易
の
姿
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年
度
に
本
学
の
特
別
制
作
研
究
費
助
成
を
申
請
し
、
学
生
有
志
の
協

力
を
得
て
資
料
整
理
を
行
っ
た
。
い
ま
だ
整
理
は
半
ば
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
資
料
整
理

の
中
間
報
告
と
、
茶
業
に
関
わ
る
資
料
目
録
（
稿
）
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
近
代
茶
業
史

ま
ず
は
日
本
の
近
代
茶
業
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

日
米
修
好
通
商
条
約
を
も
と
に
安
政
六
年
に
神
奈
川
（
横
浜
）・
長
崎
・
箱
館
が
開
港
し
、
本

格
的
な
貿
易
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
兵
庫
港
（
神
戸
）
も
開
港
し
、
関

東
で
は
横
浜
、
関
西
で
は
神
戸
が
茶
の
輸
出
拠
点
と
な
る
。

輸
出
さ
れ
た
茶
は
、
再
製
茶
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
再
製
茶
と
は
、
一
度
出
来
上
が

っ
た
茶
を
乾
燥
・
摩
擦
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
生
産
さ
れ
た
茶
に
は
水
分
が
含
ま

れ
て
お
り
、
輸
出
途
中
に
腐
敗
し
な
い
た
め
、
品
質
を
保
つ
よ
う
に
再
加
工
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

「
鍋
焙
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
「
釡
茶
」
と
「
籠
焙
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
「
籠
茶
」
が
あ

る
。
こ
れ
ら
再
製
加
工
が
茶
貿
易
の
特
徴
で
あ
る
と
粟
倉
は
指
摘
し
て
い
る
（9）
。
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社
は
同
二
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
更
に
同
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
は
神
戸

港
に
日
本
製
茶
輸
出
株
式
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

伊
東
の
山
城
茶
業
の
み
な
ら
ず
、
京
都
府
政
、
更
に
は
衆
議
院
議
員
に
も
当
選
し
て
お
り
、

京
都
府
ひ
い
て
は
日
本
茶
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

し
か
し
、
先
に
掲
げ
て
い
る
寺
本
や
粟
倉
ら
の
先
行
研
究
で
伊
東
や
山
城
製
茶
会
社
な
ど

に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
は
い
な
い
。

経
済
史
の
観
点
で
は
、
人
物
史
そ
の
も
の
は
研
究
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

な
に
よ
り
、
原
因
は
資
料
群
制
約
に
あ
る
だ
ろ
う
。
生
業
に
関
わ
る
資
料
群
は
廃
業
な
ど
よ

っ
て
散
逸
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
点
が
多
々
あ
る
。

今
回
は
幸
い
に
し
て
伊
東
の
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
で
は
あ
る
が
一
部
分
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
整
理
・
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
、
伊
東
熊
夫
の
個
人
史

の
み
な
ら
ず
、
近
代
の
山
城
茶
業
の
発
展
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
で
き
よ
う
。

三
、
資
料
の
整
理
に
つ
い
て

購
入
時
は
、
一
つ
の
段
ボ
ー
ル
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
資
料
の
残
存
状
況
な
ど
は
分
か

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
資
料
の
整
理
と
目
録
化
を
行
う
た
め
、
は
じ
め
に
で
も
述
べ

た
通
り
、
本
学
の
特
別
制
作
研
究
費
助
成
の
申
請
を
行
い
、
資
料
整
理
の
た
め
保
管
用
の
中

性
紙
箱
及
び
封
筒
の
購
入
を
行
っ
た
。
　

ま
た
学
生
の
有
志
を
募
り
、
資
料
整
理
を
行
っ
た
。

実
施
し
た
の
は
、
二
〇
一
八
年
六
月
と
二
〇
一
九
年
二
月
で
あ
る
。
参
加
し
た
学
生
諸
氏

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
の
二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
学
部
（
芸
術
学
科
・
芸
術
教

養
学
科
）
の
在
校
生
・
卒
業
生
及
び
大
学
院
の
在
校
生
・
修
了
生
と
、
國
學
院
大
學
の
学
部
生

が
参
加
し
た
。

白
井
隆
文
、
横
山
由
美
子
、
齋
藤
葵
、
佐
藤
桂
子
、
上
條
美
樹
、
伊
藤
仁
、
百
瀬
顕
永
、
岩

崎
淳
子
、
天
野
あ
ゆ
み
、
岡
見
み
ど
り
、
宮
田
裕
子
、
服
部
雅
子
、
高
野
素
子
、
矢
野
淳
子
、

高
橋
あ
け
み
、
杉
山
紀
子
、
杉
原
正
治
、
益
留
順
子
、
伊
林
帆
奈
美
、
酒
井
悦
子
、
渡
辺
直

子
、
櫻
井
め
ぐ
み
、
内
田
光
子
、
篠
原
佐
和
子
、
小
島
理
恵
、
秡
川
圭
介
、
矢
口
秀
夫
、
西

井
裕
美
、
稲
本
あ
か
ね
、
村
田
佳
彦
な
ど
（
参
加
名
簿
に
記
載
順
、
敬
称
略
）

こ
う
し
て
再
製
さ
れ
た
茶
は
、
生
糸
と
並
ん
で
日
本
の
輸
出
品
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述

の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
輸
出
数
が
増
大
し
、
好
況
に
な
る
と
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、
粗

製
濫
造
や
異
物
混
入
と
い
っ
た
粗
悪
贋
造
茶
で
あ
っ
た
。
京
都
府
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
「
製
茶
濫
制
を
厳
禁
」
す
る
布
告
を
行
い
、
翌
年
に
は
「
粗
悪
茶
厳
禁
」
を
布
告
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
問
題
視
さ
れ
と
い
え
よ
う
。

同
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
内
務
省
に
「
勧
業
係
」
が
設
置
さ
れ
、
粗
悪
茶
の
取
り
締
ま
り

が
な
さ
れ
た
。

続
く
全
国
茶
業
者
大
会
で
粗
悪
茶
の
対
策
が
協
議
さ
れ
、
政
府
や
府
県
、
業
者
間
の
努
力

が
あ
っ
た
も
の
の
後
を
絶
た
ず
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
に
粗
悪
茶
の
取
り
締
ま
り

を
目
的
と
し
た
「
茶
業
組
合
準
則
」
が
発
布
さ
れ
た
。
京
都
府
で
は
三
月
に
府
下
に
布
達
し

て
い
る
。「
茶
業
組
合
準
則
」
の
第
三
条
に
は
「
目
的
」
と
し
て
、「
他
物
若
ク
ハ
悪
品
ヲ
混

淆
シ
或
ハ
着
色
ス
ル
等
総
テ
不
正
ノ
茶
ハ
製
造
売
買
セ
ザ
ル
コ
ト
」
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た

三
年
後
に
は
「
茶
業
組
合
規
則
」
が
設
け
ら
れ
て
、
粗
悪
茶
の
罰
則
を
規
定
し
た
。
こ
う
し

た
粗
悪
茶
の
撲
滅
の
た
め
、
茶
業
者
の
組
織
化
が
は
か
ら
れ
て
い
く
が
、
京
都
府
で
は
、「
茶

業
組
合
準
則
」
の
発
布
前
、
前
年
一
二
月
に
「
京
都
府
甲
第
一
一
一
号
布
達
」
を
も
っ
て
組

織
要
項
が
示
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
は
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。

京
都
府
に
お
い
て
、
茶
業
が
如
何
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

明
治
一
七
年
の
設
置
さ
れ
た
京
都
府
下
茶
業
組
合
取
締
所
の
頭
取
に
伊
東
熊
夫
、
議
長
は

山
西
春
根
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
「
茶
業
組
合
規
則
」
が
設
け

ら
れ
た
際
、
組
織
が
改
め
ら
れ
て
、
京
都
府
茶
業
組
合
聯
合
会
議
所
と
な
る
。
伊
東
熊
夫
は

議
長
を
務
め
、
事
務
所
は
紀
伊
郡
伏
見
に
置
か
れ
た
。

二
、
伊
東
熊
夫
に
つ
い
て

京
都
府
の
茶
業
組
合
の
初
代
頭
取
を
務
め
た
伊
東
熊
夫
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
綴
喜

郡
普
賢
寺
村
で
生
を
受
け
た
。
明
治
一
〇
年
は
綴
喜
郡
第
三
区
区
長
、
同
一
一
年
に
京
都
府

山
城
茶
業
者
総
代
会
議
員
、
同
一
二
年
に
京
都
府
会
議
員
に
当
選
し
、
同
一
七
年
京
都
府
下

茶
業
組
合
の
頭
取
、
同
二
〇
年
の
京
都
府
茶
業
組
合
聯
合
会
議
長
、
会
頭
を
勤
め
つ
つ
、
神

戸
製
茶
調
査
所
所
長
も
兼
ね
た
。
ま
た
全
国
の
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
副
議
長
な
ど
も
歴
任

し
、
近
代
茶
業
史
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
人
物
と
い
え
よ
う
。

特
に
本
稿
と
も
関
わ
る
が
、
茶
業
の
発
展
の
た
め
輸
出
業
に
も
力
を
そ
そ
ぎ
、
明
治
一
八

年
（
一
八
八
五
）
に
は
有
志
と
と
も
に
山
城
製
茶
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
の
山
城
製
茶
会
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の
写
真
を
掲
載
し
、
他
の
事
例
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
と
と
も
に
、
他
の
事
例
の
有
無
に
つ

い
て
今
後
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
二
回
は
二
〇
一
九
年
二
月
二
日
に
実
施
し
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
学
部
（
芸
術
学
科
・
芸

術
教
養
学
科
）
の
在
校
生
・
卒
業
生
及
び
大
学
院
の
在
校
生
・
修
了
生
が
参
加
し
た
。

横
山
由
美
子
、
岩
崎
淳
子
、
岡
見
み
ど
り
、
久
保
朝
美
、
倉
田
美
穂
、
佐
藤
桂
子
、
渡
辺
直

子
、
杉
山
紀
子
、
服
部
雅
子
、
川
﨑
和
子
、
西
井
裕
美
、
内
田
光
子
、
高
野
素
子
、
本
多
博

子
、
永
吉
千
恵
子
、
高
橋
あ
け
み
、
楠
香
恵
子
、
雨
宮
智
花
（
参
加
名
簿
に
記
載
順
、
敬
称
略
）

第
一
回
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
封
筒
に
入
れ
、
内
容
を
鑑
み
封
筒
に
印
刷
し
た
一
点

目
録
に
記
入
を
行
っ
た
。
第
二
回
目
は
、
封
筒
入
れ
を
継
続
し
、
必
要
に
応
じ
て
撮
影
を
行

っ
た
。

今
回
の
資
料
群
の
総
点
数
は
四
九
五
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
仮
番
号
を
付
し
、
後
日
整

理
・
全
点
目
録
を
取
っ
た
あ
と
に
、
整
理
番
号
を
付
す
予
定
で
あ
る
。

中
性
紙
箱
に
は
、
一
箱
に
一
〇
〇
点
の
資
料
を
入
れ
、
合
計
五
箱
と
し
て
保
存
し
て
い
る
。

資
料
群
の
名
称
は
仮
称
と
し
て
「
伏
見
伊
東
家
旧
蔵
資
料
」
と
し
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

な
事
由
に
依
る
。

ま
ず
資
料
群
の
内
容
は
、
茶
業
に
関
わ
る
も
の
他
、
江
戸
時
代
の
田
地
売
券
や
、
借
用
状

が
多
く
み
ら
れ
た
。
文
書
の
宛
名
の
多
く
が
伊
東
家
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
茶
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
山
城
製
茶
会
社
な
ど
伊
東
熊
夫
が
深
く
関
わ
っ
た
会
社
の
資
料
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
旧
家
か
ら
の
一
括
購
入
を
し
た
も
の
と
い
う
古
籍
商
の
説
明

と
手
紙
や
成
績
表
、
卒
業
証
書
な
ど
近
代
お
よ
び
現
代
に
か
か
る
伊
東
家
の
私
的
な
資
料
も

多
数
み
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

今
後
は
、
整
理
の
後
、
全
点
目
録
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
近
現
代
の
私
的
な
資
料

も
含
ま
れ
る
た
め
、
目
録
の
項
目
や
公
開
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
公
文
書

館
な
ど
の
事
例
を
調
査
し
つ
つ
、
目
録
作
成
を
進
め
る
中
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
た
い
。

そ
う
し
た
全
四
九
五
点
の
中
で
、
茶
業
に
関
わ
る
資
料
の
他
、
特
徴
的
な
の
が
文
言
が
な

く
、
白
紙
に
印
形
の
み
あ
る
資
料
で
あ
る
。
捺
さ
れ
て
い
る
箇
所
か
ら
、
借
用
状
や
委
任
状

な
ど
に
用
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
文
字
情
報
が
な
い
た
め
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
中
近
世
の
宇
治
の
資
料
『
宇
治
堀
家
文
書
』
に
お
い
て
も
、
茶
園
を
増
成
す
る
た

め
、
茶
師
に
よ
っ
て
多
く
の
土
地
の
集
積
が
な
さ
れ
て
い
た
。
伊
東
家
も
近
世
後
期
か
ら
の

田
地
売
券
を
多
く
有
し
て
お
り
、
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
地
域
で
印
形
の

み
が
捺
さ
れ
、
遺
さ
れ
て
い
る
資
料
は
管
見
の
限
り
、
覧
た
こ
と
が
な
い
。
今
回
は
、
資
料

図1　購入した状態の資料群
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図2　第二回資料整理の撮影風景

図3　仮番号〇二五三 「印形のみの白紙文書」
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便
ヲ
与
ヘ
、
投
売
ノ
弊
ヲ
防
ガ
ン
為
ニ
シ
テ
某
銀
行
ニ
謀
ル
等
ノ
コ
ト
ア
ル
モ
或
ハ
姑

息
ノ
策
ニ
出
テ
永
遠
ニ
望
ミ
ヲ
属
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
到
底
永
遠
ニ
望
ミ
ヲ
属
シ
斯
業

ノ
挽
回
ヲ
計
ラ
ン
ニ
ハ
、
外
人
ノ
手
ヲ
経
ズ
シ
テ
内
地
ニ
於
テ
再
製
荷
造
リ
ノ
業
ヲ
シ

テ
直
輸
入
ヲ
為
ス
ル
一
途
ア
ル
ノ
ミ
、
素
ヨ
リ
花
主
ノ
未
ダ
定
マ
ラ
ス
信
用
声
價
ノ
未

ダ
遍
チ
カ
ラ
ザ
ル
間
ニ
於
テ
ハ
、
幾
多
ノ
困
苦
小
難
ハ
予
期
ス
ル
所
ナ
レ
ド
モ
、
能
ク

忍
耐
シ
テ
斯
ノ
事
業
ヲ
経
営
シ
着
々
歩
ヲ
進
ム
ル
ト
キ
ハ
早
晩
信
用
声
價
ヲ
得
テ
其
目

的
ヲ
達
ス
ル
ノ
曙
ヲ
期
シ
得
ラ
ル
ベ
キ
ヲ
信
シ
、
遂
ニ
明
治
十
七
年
十
月
ニ
至
リ
左
ノ

趣
意
書
及
ヒ
会
社
規
則
要
略
ト
ヲ
発
シ
有
志
者
ヲ
喚
起
シ
タ
ル
ニ
起
因
セ
リ

　
山
城
製
茶
売
捌
会
社
創
立
趣
意
書

※
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
、
合
字
・
略
字
は
現
行
の
仮
名
文
字
と
し
て
表
記

し
た
。

明
治
一
七
年
一
〇
月
に
「
山
城
製
茶
売
捌
会
社
」
と
し
て
創
立
し
た
会
社
は
、
翌
年
「
山

城
製
茶
会
社
」
と
名
称
を
変
更
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
機
器
の
購
入
や
銀
行
の
借
り
入
れ
の
記
録
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
株
数
は
一
一
八
九
株
、
株
主
人
員
は
四
四
二
名
と
あ
る
。
株
金
は
四
三
三
〇
円
で
あ

っ
た
。
次
に
明
治
一
八
年
五
月
か
ら
一
年
間
の
「
持
込
茶
」
は
一
五
七
，
二
四
八
斤
、
人
員

は
六
五
二
名
、
輸
出
原
茶
は
一
四
五
，
三
九
二
斤
、
再
製
仕
上
茶
は
三
〇
，
三
一
四
斤
と
あ

る
。会

社
に
持
ち
込
ま
れ
た
茶
の
内
、
盟
約
持
込
茶
は
愛
宕
郡
三
，
四
八
四
斤
、
葛
野
郡
一
〇
，

八
八
二
斤
、
上
下
京
区
六
，
〇
四
三
斤
、
乙
訓
郡
一
一
，
二
八
五
斤
、
紀
伊
郡
一
三
，
八
四
一

斤
、
宇
治
郡
六
，
一
二
四
斤
、
久
世
郡
一
〇
，
六
五
二
斤
、
綴
喜
郡
二
五
，
二
二
七
斤
の
計

八
七
，
五
三
八
斤
で
あ
っ
た
。
委
託
持
込
茶
の
総
額
は
六
九
，
七
二
〇
斤
で
あ
る
。

こ
う
し
た
考
課
状
は
、
山
城
製
茶
会
社
の
内
実
を
知
る
に
重
要
だ
が
、
本
資
料
群
で
は
更

に
仮
番
号
〇
〇
〇
〇
三
「
会
社
創
立
日
誌
」
や
、
仮
番
号
〇
〇
〇
一
六
「
ブ
ラ
ッ
ク
テ
ー
ル

商
会
書
翰
抄
訳
」、
仮
番
号
〇
〇
〇
七
四
「
横
浜
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
の
販
売
問
い
合

わ
せ
の
件
」
と
い
っ
た
、
日
常
の
業
務
内
容
や
考
課
状
の
土
台
と
な
る
資
料
が
多
く
遺
さ
れ

て
い
る
。

特
に
仮
番
号
〇
〇
〇
〇
三
「
会
社
創
立
日
誌
」
に
つ
い
て
は
、
考
課
状
の
土
台
と
し
て
、
加

筆
修
正
さ
れ
た
文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
会
社
の
設
立
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
重
要
だ
ろ
う
。

仮
番
号
〇
〇
二
二
七
「
神
第
四
号
　
横
浜
正
金
銀
行
よ
り
貸
し
付
け
の
書
類
」
な
ど
は
、
製

四
、
茶
業
に
関
わ
る
資
料
目
録
（
稿
）

総
点
数
四
九
五
点
の
う
ち
、
茶
業
に
関
わ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
も
の
六
四
点
を
資
料
目

録
（
稿
）
と
し
て
ま
と
め
た
。

但
し
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
分
析
を
行
う
た
め
、
点
数
の
増
減
も
予
想
さ
れ

る
。
今
回
は
あ
く
ま
で
保
存
・
整
理
の
中
間
報
告
と
し
て
、
目
録
（
稿
）
と
し
て
公
開
し
、
教

示
を
得
た
い
。

山
城
製
茶
会
社
の
考
課
状
は
、
第
一
回
（
一
回
の
み
考
課
帖
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）、
第
三
回
、
第

四
回
、
第
五
回
の
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
特
に
明
治
一
九
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
第
一
回

目
の
考
課
状
に
は
、
会
社
の
成
立
の
経
緯
な
ど
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
山
城
製
茶
会
社
第
一
回
考
課
帖
」
に
よ
る
と
、
明
治
一
八
年
五
月
か
ら
、
同
一
九

年
四
月
三
十
日
ま
で
の
事
務
の
概
観
と
会
社
設
立
の
計
画
と
顛
末
を
示
し
、
株
主
各
位
に
公

告
す
る
と
あ
る
。
考
課
帖
冒
頭
の
設
立
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用

し
て
示
し
た
い
。

抑
モ
本
社
ヲ
創
立
シ
タ
ル
起
因
ハ
、
明
治
十
七
年
三
月
政
府
準
則
ヲ
発
布
シ
、
茶
業
組

合
ヲ
組
織
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
ニ
及
ビ
、
府
下
ニ
茶
業
組
合
取
締
所
ヲ
設
置
シ
、
会
所
頭
取

ニ
伊
東
熊
夫
取
締
役
ニ
今
村
忠
平
三
木
宗
右
衛
門
等
其
選
ニ
当
レ
リ
、
而
シ
テ
組
合
ノ

目
的
タ
ル
、
単
ニ
結
合
ノ
力
ヲ
以
テ
当
業
ノ
衰
頽
ヲ
挽
回
ス
ル
ニ
ア
リ
、
故
ニ
頭
取
取

締
役
等
就
任
已
来
、
一
ニ
組
合
ノ
目
的
ヲ
達
セ
シ
コ
ト
ニ
孜
々
汲
々
ト
シ
、
苟
モ
組
合

ノ
徒
法
ニ
属
シ
、
国
産
ノ
衰
耗
ニ
帰
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
憂
苦
シ
、
東
奔
西
馳
シ
テ
当
業

者
ノ
状
態
ヨ
リ
貿
易
市
場
ノ
慣
習
等
ヲ
取
調
ヘ
ン
為
ニ
シ
テ
、
内
ハ
従
来
屈
指
ノ
茶

商
或
ハ
当
業
ノ
為
ニ
シ
テ
失
敗
ヲ
取
リ
タ
ル
人
々
ニ
就
キ
、
或
ハ
是
迄
合
同
シ
テ
会
社

ヲ
起
シ
久
シ
キ
ニ
堪
ヘ
ス
シ
テ
瓦
解
ヲ
招
キ
タ
ル
蹟
、
或
ハ
開
港
場
貿
易
商
等
ニ
就
キ

其
事
実
ヲ
尋
テ
外
ハ
当
業
ニ
従
事
ス
ル
某
洋
人
、
或
ハ
居
留
外
国
領
事
官
ニ
至
リ
、
或

ハ
久
シ
ク
米
国
ニ
在
留
シ
タ
ル
人
等
ニ
就
キ
当
業
貿
易
ノ
有
様
需
用
地
ノ
情
況
ヲ
探
リ
、

或
ハ
我
国
居
留
商
館
ニ
於
テ
製
造
或
ハ
輸
出
ス
ル
実
況
等
ヲ
見
聞
シ
タ
ル
ニ
、
従
来
当

業
者
ノ
弊
害
不
利
枚
挙
ニ
遑
マ
ア
ラ
ス
、
而
カ
モ
其
弊
習
久
シ
キ
ヲ
経
殆
ン
ト
蟠
根
錯

節
容
易
ニ
摧
ク
可
カ
ラ
サ
ル
勢
ト
ナ
レ
リ
、
然
レ
ト
モ
之
レ
ヲ
等
閑
ニ
附
ス
ル
ト
キ
ハ
、

当
業
倍
々
衰
頽
シ
国
家
ノ
経
済
亦
減
縮
ス
ル
ニ
至
ル
者
ナ
レ
ハ
、
如
何
ト
モ
シ
テ
之
レ

カ
矯
正
ノ
道
ヲ
求
ニ
シ
テ
斯
ノ
業
ヲ
シ
テ
永
遠
ニ
維
持
セ
ン
コ
ト
ヲ
講
シ
百
方
其
方
案

ヲ
考
覈
シ
、
或
ル
方
案
ヲ
爾
シ
テ
某
商
館
ニ
談
シ
或
ル
方
法
ヲ
以
テ
当
業
者
ニ
金
融
ノ
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に
近
代
茶
業
史
の
解
明
を
は
か
り
た
い
。

註（1）
　
農
商
務
省
が
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
発
行
し
た
『
茶
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』
よ
り
。

（2）
　
日
本
茶
輸
出
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
日
本
茶
輸
出
百
年
史
』
日
本
茶
輸
出
組
合
、

一
九
五
九
年
。
近
代
の
日
本
茶
輸
出
の
通
史
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
引
高
な
ど
も
多
く

提
示
さ
れ
、
有
益
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（3）
　
寺
本
益
英
『
戦
前
期
日
本
茶
業
史
研
究
（
関
西
学
院
大
学
経
済
学
研
究
叢
書
）』
有
斐
閣
、

一
九
九
九
年
。

（4）
　
粟
倉
大
輔
『
日
本
茶
の
近
代
史
　
幕
末
開
港
か
ら
明
治
後
期
ま
で
』
蒼
天
社
出
版
　

二
〇
一
七
年
。

（5）
　
京
都
茶
農
業
協
同
組
合
（http://www.kyotocha.or.jp/ujicha.htm

l

）

（6）
　
山
城
茶
業
組
合
『
山
城
茶
業
史
』
山
城
茶
業
組
合
　
一
九
八
四
年
。

（7）
　
京
都
府
茶
業
会
議
所
編
『
京
都
府
茶
業
百
年
史
』
京
都
府
茶
業
会
議
所
編
　
一
九
九
四

年
。
こ
の
他
、
近
年
で
は
、
石
井
寛
治
・
林
玲
子
編
『
近
世
・
近
代
の
南
山
城
―
綿
作

か
ら
茶
業
へ
』(

東
京
大
学
産
業
経
済
研
究
叢
書) 

東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
九
八
年
が

あ
る
。
特
に
南
山
城
の
綴
喜
郡
や
相
楽
郡
の
資
料
を
用
い
て
製
茶
経
営
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

（8）
　
代
表
者
橋
本
素
子
「
中
近
世
移
行
期
茶
生
産
景
観
に
関
わ
る
宇
治
茶
の
歴
史
的
研
究
　

『
宇
治
堀
家
文
書
』
の
調
査
研
究
」
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
ま
で

調
査
・
研
究
を
実
施
し
た
。
生
業
と
し
て
の
茶
業
に
関
わ
る
研
究
は
多
く
は
な
く
、
中

近
世
に
つ
い
て
は
橋
本
の
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
宇
治
堀
家
文
書
は
、
現
在
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で
の
茶
師
の
史
料
で

あ
る
。

（9）
　
（4） 

粟
倉
論
文
よ
り
。

茶
機
械
の
購
入
の
た
め
の
借
入
金
に
関
わ
る
資
料
で
あ
り
、
会
社
運
営
の
具
体
的
な
内
実
が

明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
伊
東
が
関
わ
る
茶
業
組
合
や
会
社
の
報
告
書
や
勘
定
書
が
多
数

く
遺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
茶
業
史
に
お
け
る
概
説
的
な
輸
出
茶
業
の
理
解
に
肉
付
け
を

す
る
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
に
つ
い
て
は
、
横
浜
で
再
製
加
工
場
を
有
し
て
お
り
、

取
引
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
発
見
と
い
え
る
。
伊
東
熊
夫
が
後
に
神
戸
で
日
本
製
茶
輸
出

株
式
会
社
を
設
立
し
て
い
る
通
り
、
関
西
の
茶
業
は
神
戸
と
の
関
わ
り
が
強
い
も
の
の
、
横

浜
の
商
会
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
今
後
資
料
群
を
分

析
し
て
詳
ら
か
に
し
た
い
。

こ
の
他
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
は
仮
番
号
〇
〇
〇
〇
八
「
紅
茶
伝
習
生
証
書
授
与
簿
」
な

ど
山
城
に
お
け
る
紅
茶
製
造
に
関
わ
る
資
料
が
あ
る
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
、
内
務

省
勧
農
局
が
紅
茶
伝
習
所
を
静
岡
、
福
岡
、
鹿
児
島
に
設
置
し
、
翌
一
二
年
に
は
滋
賀
、
三

重
に
設
置
し
て
い
る
。
一
三
年
に
は
岐
阜
、
熊
本
、
堺
、
大
分
に
も
設
置
し
、
横
浜
に
紅
茶

商
会
を
設
立
し
た
。
紅
茶
の
輸
出
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
紅
茶
製
茶
の
研
究
で

は
、
京
都
に
お
け
る
紅
茶
伝
習
所
な
ど
の
記
述
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
本
資
料
群
の
「
紅

茶
伝
習
生
証
書
授
与
簿
」
な
ど
か
ら
、
京
都
に
お
い
て
も
同
様
の
伝
習
所
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

本
稿
で
は
史
料
整
理
の
中
間
報
告
と
い
う
事
情
か
ら
、
幾
つ
か
の
資
料
を
紹
介
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
し
か
し
本
資
料
群
に
あ
る
茶
業
に
関
わ
る
資
料
は
、
近
代
に
お
け
る
京
都
の
茶
業

や
貿
易
の
姿
を
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
保
管
し
て
い
る
「
伏
見
伊
東
家

旧
蔵
資
料
」
の
史
料
整
理
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
考
課
状
を
は
じ
め
と
す
る
山
城
製
茶
会

社
や
日
本
製
茶
会
社
、
茶
業
組
合
に
関
わ
る
資
料
は
、
京
都
に
お
け
る
近
代
茶
業
の
一
端
を

垣
間
見
ら
れ
る
良
質
な
資
料
群
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
だ
全
点
目
録
の
作
成
途
中
で
は
あ
る
も
の
の
、
茶
業
に
関
わ
る
六
四
点
の
資
料
は
、
こ

れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
輸
出
茶
の
具
体
的
な
有
り
様
を
示
し
て
い

る
。
但
し
、
本
文
で
も
述
べ
た
通
り
、
今
回
作
成
し
た
茶
業
に
関
わ
る
目
録
（
稿
）
は
、
あ
く

ま
で
（
稿
）
に
過
ぎ
な
い
。
近
現
代
の
「
家
」
が
有
し
て
い
た
資
料
群
を
ど
う
整
理
し
公
開
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
資
料
群
の
翻
刻
・
分
析
を
進
め
て
、
更
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図4　仮番号〇〇〇三 会社設立日誌

図5　仮番号〇〇一一 製茶再製用篩師御貸付之儀、山城製茶売捌会社組織ノ概要など
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受取人 発行所 備考 記入者

山城製茶売捌会社設立の事、明治18年まで 篠原

山城部紅茶伝習所 卒業証書授与割印簿 齋藤

表題のほか、11文書あり 岡見

山城製茶会社輸送ノ茶の売捌 櫻井

山城製茶会社々長伊藤熊夫 西井

紅茶伝習所規程・生徒心得 横山

明治22年度 岩崎

明治20年度 天野

明治19年度 高橋

川瀬

白井

山城製茶会社 紐育（ニューヨーク）市場に於いての製茶競買価格報告書など 矢野

当地（アメリカ）での日本茶商況がよくないとの報告 上條

山城製茶直輸会社を伏見に設置するにあたっての契約書案 天野

齋藤

農商務大臣　山縣有朋 京都府知事北垣国道受理、農商務次官吉田清成登録証下付 川瀬

シカゴ発神戸着20年10月15日～11月11日、価格記載あり 稲本

京都府知事北垣国道 山城製茶会社 服部

製茶業が盛んとなり売捌に別会社を設置し経費の取り決めなどを定める。明治18
年から明治23年までを期限としている。

内田

山城製茶会社社長　伊東熊夫
山城製茶会社加盟にあたって金銭が用意できずに借用する際地券を抵当に入れる
旨の証

天野

三条商報会社 百瀬

山西 京都府・大阪府・滋賀県・奈良県・三重県の茶業組合総合会議所 西井

明治39年度、紅碾茶販路及商況視察など 高橋

預算総額4980円

白井

農商務大臣岩村通俊 齋藤

櫻井

京都府知事北垣国道 三条東洞院商報会社 益留

明治33年現行茶業組合中央会議所規約全など 横山

関西茶業会本部 川瀬

宮本活版所 等級表など 稲本

出品者辻利、上林家の記述有り 矢野

京都府知事北垣国道 三条商報会社 篠原

売捌く茶の価格についての意見、商標について 内田

番号・等級・形・色など 高橋

伏見起業合資会社 渡辺

京都府知事北垣国道 酒井

農商務大臣岩村通俊 茶業が経済的に困難な状況にあり農商務大臣に救済を求めるもの 天野

茶業組合中央会議所 上條
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表1　伏見伊東家旧蔵の茶業に関わる資料目録（稿）

仮番号 表題（資料名） 和暦 西暦 形態 差出人

00003 会社創立日誌 明治16 1883 綴

00008 紅茶伝習生証書授与簿 明治27 1894 綴

00011 製茶再製用篩師御貸付之儀、山城製茶売捌会社組織ノ概要など 綴

00016 ブラックテール商会書翰抄訳 明治20 1887 綴

00019 商標登録証 明治20 1887 状 農商務次官吉田清成

00020 紅茶伝習所規程 明治26 1893 綴 京都府茶業組合紅茶伝習所

00021 山城製茶会社第5回考課状 明治23 1890 冊子 社長　伊東熊夫

00023 山城製茶会社第3回考課状 明治21 1888 冊子 社長　伊東熊夫他取締役4名

00024 山城製茶会社第2回考課状 明治20 1887 冊子 社長　伊東熊夫他3名

00027 （非売品）日本製茶輸出株式会社仮定款 冊子

00028 山城紅茶伝習所卒業式答辞 明治28 1895 状 保尾常吉

00034 紐育市場での製茶市場報告 明治20 1887 綴 ビープ・ブラザル商会

00037 シカゴ発ラブ氏書翰抄訳 明治20 1887 綴

00041 契約書 明治18 1885 綴

00042 粉摺人夫帳 明治36 1903 冊子

00050 山城製茶株式会社商標登録願及び商標明細書 明治20 1887 綴 山城製茶株式会社社長　伊東熊夫

00054 ラブ氏書翰訳 明治20 1887 綴

00057 山城製茶会社規則 明治18 1885 冊子 山城製茶会社社員惣代

00064 山城製茶売捌会社組織ノ要略（土台） 綴

00066 山城製茶会社借用証書式 明治 状

00068 京都府久世郡茶業組合規約 明治21 1888 冊子

00069 茶業組合（二府三県）からの改善要望書 明治22 1889 状 伊東

00072 明治39年度第拾弐期営業報告書 明治40 1907 冊子 日本製茶輸入株式会社

00073 同盟府県製茶調査所廿三年度経費収支予算 明治24 1891 状

00074 横浜ウォルシュ・ホール商会の販売問い合わせの件 明治19 1886 綴

00075 茶業の儀につき懇願書 明治22 1889 綴 茶業組合中央会議議員総代

00076 茶業組合共同検査方法草案 和

00077 山城製茶会社第1回考課帖 明治19 1886 冊子 山城製茶会社社長伊東熊夫

00082 茶業組合規則 明治33 1900 冊子

00083 （非売品）関西茶業第2回大会日誌 明治27 1894 冊子

00090 山城製茶会社荷物取扱規則 綴

00083 御内覧茶目録 綴 山城製茶会社

00098 山城製茶会社規則 明治18 1885 冊子 社員惣代伊藤熊夫他

00103 20年11月4日チカゴ発ラブ氏書翰抄訳 明治20 1887 綴 ラブ氏

00105 明治20年5月審査手控　一号 明治20 1887 帳

00107 輸出製茶仕切勘定書写 明治32 1899 綴 日本製茶輸出株式会社

00109 明治20年11月山城製茶会社規則 明治20 1887 冊子 山城製茶会社社長伊東熊夫

00112 茶業之儀ニ付懇願書 明治22 1889 綴 茶業組合中央会議議員総代

00113 有限責任日本製茶会社創立証書 明治22 1889 冊子
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受取人 発行所 備考 記入者

神戸港に製茶調査所を設ける 齋藤

兵庫・京都・大阪・徳島・静岡・鹿児島・長崎の代表者連盟による建議 矢口

伏見起業合資会社 矢野

齋藤

伏見起業合資会社 シカゴ、デトロイト、ニューヨーク送り輸出勘定書 上條

茶業組合中央会議所 伊林

伏見起業合資会社 天野

三田印刷所 高橋

酒井

株主会議 佐藤

第一国立銀行伏見出張所と山城製茶会社との約定書 櫻井

伏見起業合資会社 齋藤

伏見起業合資会社 伊藤

伏見起業合資会社 伊禄丸、シカゴ送り／インドマサマ号、ニューヨーク送り 櫻井

横山

渡辺

伏見起業合資会社 川瀬

京都府知事北垣国道 前欠 齋藤

伏見起業合資会社 アゼチック号、セントポール送り 上條

名義、商標の件 杉山

伏見起業合資会社 白井

伏見山城製茶会社 村田

諸器械買入のため金500円を借り受ける 村田
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表1　伏見伊東家旧蔵の茶業に関わる資料目録（稿）

仮番号 表題（資料名） 和暦 西暦 形態 差出人

00114 製茶調査所規約 枚

00115 建議趣意書 明治22 1889 冊子

00127 日本からアメリカ・カナダへの輸出費用報告 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00129 字煤谷山絵図 明治8 1875 枚

00137 茶業組合中央会議所　明治21年度会計報告 明治22 1889 冊子 茶業組合中央会議所　会計主任

00138 輸出勘定書 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00139 横浜神戸両出張所製茶調査所報告 明治31 1898 綴

00141
輸出勘定書　エムプレス・オブ・チャイナ号、旅順号、ドーリック号、
シモサ号

明治35 1902 綴 日本製茶輸出会社

00142 中央茶業組合本部報告　第16号 明治17 1884 綴 東京　中央茶業組合本部

00143 紐育発　事務連絡 明治20 1887 綴

00144 明治19年5月以降　本社取扱事務大要　報告書 明治20 1887 綴 山城製茶会社

00145 約定書 明治18 1885 綴

00155 輸出製茶仕切勘定書写 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00168 輸出勘定書 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00175 輸出勘定書 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00192 中央茶業組合本部報告　第33号 明治20 1887 冊子 東京　中央茶業組合本部

00196 三重県製茶会社視察 綴

00198 輸出勘定書 明治33 1900 綴 日本製茶輸出株式会社

00202
山城製茶売捌会社創立趣意書、山城製茶会社規則、製茶直輸出御保護願
（土台）

明治17 1884 綴 京都府下茶業組合取締所頭取伊東熊夫

00207 仕切勘定書 明治33 1900 綴 日本製茶輸出株式会社

00214 山城製茶売捌会社よりウォールシ商会へ依頼状 綴

00225 輸出勘定書 明治35 1902 綴 日本製茶輸出株式会社

00227 神第4号　横浜正金銀行より貸し付けの書類 明治16 1883 枚 横浜正金銀行神戸支店

00247 貸付証 枚 山城製茶会社

00266 明治37年5月26日輸出再製茶明細書 明治37 1904 枚
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図6　仮番号〇〇一六 ブラックテール商会書翰抄訳

図7　仮番号〇〇三四 紐育（ニューヨーク）市場での製茶市場報告


